
立命館大学国際関係学部退職記念講義
国際関係学部を退職される3名の先生の退職記念講義を開催します。

学生・院生・教職員のみなさんの聴講を歓迎します。

■奥田宏司 教授
1月16日（水）13：00～14：30 恒心館721
「現代国際通貨体制論への私の歩み」

■加藤恒彦 教授
1月17日（木）14：40～16：10 恒心館730
「黒人文学からインド英語文学への道：
ロヒントン・ミストリーのA FINE BALANCE（1995年）にも触れながら」

■松下冽 教授
1月17日（木）10：40～12：10 恒心館721
「途上国は新時代に向けたオールタナティブを提起できるか
──ラテンアメリカ政治研究を振り返って──」

主催：立命館大学国際関係学部
退職される3名は、2013年4月以降も、特別任用教授として、一部科目を担当する予定です。


